
林野庁 関東森林管理局 高尾森林ふれあい推進センター

日本一小さなタカの仲間。全長が雄で約27cm、

雌は約30cmで、頭から上面は、雄は青黒色、雌

は褐色をしている。どちらも下面は白っぽく、雄

は胸がオレンジ色で、雌は灰色。3～4月に渡って

くる夏鳥で、10月頃まで平地や山地の林、市街地

の公園で見られる。また、関東以西で少数が1年中

生息する。

林の中を素早く飛び、主にスズメやシジュウカ

ラなどの小鳥類や昆虫類などを捕食する。繁殖は5

月頃からで、雛は7月頃に巣立つ。その頃は幼鳥で

も捕まえやすい他の鳥の幼鳥やセミも多く、それ

らを食べて育つ。東京の市街地では野鳥の天敵が

少ないため、意外に餌となる野鳥が多く棲み、セ

ミも多い。ツミは、人が住むこの環境にも適応し

て子孫を残している。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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一人一人に委嘱証を交付

所長から委嘱に関する説明 安全に関する研修を実施

４月１９日（土）、センター庁舎においてフォレス

トサポートスタッフ（FSS）の委嘱証交付及び安全教

育を実施しました。FSSは、関東森林管理局長から当

センターが実施する森林環境教育や体験林業等のイベ

ント業務に協力していただくスタッフとして委嘱を受

けた方々です。一般公募により選定を行い、今年度は

33名の方々がFSSとして委嘱されました。
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当センターでは、森林・林業

に関する展示だけでなく、木の

実等を使ったクラフト体験が可

能です。休館日がありますので、

ホームページから開館日をご確

認のうえご来館ください。 サワフタギ（花）

展示室・クラフト体験室 開館時間等のお知らせ

開 館 時 間
9:30～12:00 13:00～15:30

クラフト体験の受付
9:30～11:15 13:00～15:00

高尾山の歩道「いろはの森コース」通行止めのお知らせ

今般、高尾山国有林の歩道「いろはの森コース」につきまして、枯損木の幹や枝が落下するおそれのある多
数の危険木が確認されているため、ご利用者の皆様の安全確保の観点から、危険木の処理が完了するまでの間、
「いろはの森コース」を通行止めとさせていただきます。

皆様には、大変ご不便やご迷惑をおかけいたしますが、ご利用者の皆様の安全確保を最優先させていただく
措置でございますので、ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

※毎週日曜・水曜及び教育機関等の利用による貸切の日は休館いたします

開館情報等は
こちら→


